
第１節

共生社会の実現に向けた取組

１．共生社会の実現の重要性

　平成28年７月26日、神奈川県相模原市の障

害者支援施設「津久井やまゆり園」（以下「施

設」という。）に施設の元職員である男が侵

入し、多数の入所者等を刃物で刺し、19人が

死亡、26人が負傷するという事件が発生した。

　これを受け、様々な観点から必要な対策を

早急に検討するため、政府は、直ちに「障害

者施設における殺傷事件への対応に関する関

係閣僚会議」（以下「閣僚会議」という。）を

設置した。また、それを受けて同年８月に設

置された「相模原市の障害者支援施設におけ

る事件の検証及び再発防止策検討チーム」（以

下「検討チーム」という。）では、事実関係

の徹底した検証と、それを踏まえた再発防止

策について議論が行われ、同年12月８日に報

告書（以下「検討チーム報告書」という。）

が取りまとめられたところである（事件の検

証及び再発防止については、第２節に記載）。

　今回の事件は、障害者への一方的かつ身勝

手な偏見や差別意識が背景となって、引き起

こされたものと考えられる。こうした偏見や

差別意識を社会から払拭し、一人一人の命の

重さは障害のあるなしによって少しも変わる

ことはない、という当たり前の価値観を社会

全体で共有することが何よりも重要である

（「検討チーム報告書」より）。また、今回の

事件発生を受け、共生社会の実現とそのため

の国民の理解促進の重要性が改めて認識され

たものと考えられる。

　障害者基本法（昭和45年法律第84号）第１

条では、全ての国民が、障害の有無にかかわ

らず、等しく基本的人権を享有するかけがえ

のない個人として尊重されるものであるとの

理念にのつとり、全ての国民が、障害の有無

によつて分け隔てられることなく、相互に人

格と個性を尊重し合いながら共生する社会

（以下「共生社会」という。）を実現するため、

障害者の自立及び社会参加の支援等のための

施策を総合的かつ計画的に推進することを目

的とする旨定めている。

　それとともに、同法第８条では、国民の責

務として、国民は、共生社会の実現に寄与す

るよう努めなければならない旨定めている。

また、障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（平成25年法律第65号）（以下「障

害者差別解消法」という。）第４条では、同

じく国民の責務として、国民は、障害を理由

とする差別の解消の推進に寄与するよう努め

なければならない旨定めている。

　国民がこのような責務を果たしていくため

にも、政府としては、共生社会の実現を目指

す強い姿勢を明確に示しつつ、学校教育の段

階からあらゆる場面において共生社会に係る

教育を進めること等も含め、障害及び障害者

に対する更なる国民の理解が促進されるよ

う、あらゆる機会を活用して、共生社会の実

現に向けた様々な啓発等の取組を粘り強く着

実に展開していくことが求められている。
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２．共生社会実現のための啓発の取組

　政府では、全ての国民が障害の有無にかか
わらず、互いに人格と個性を尊重し合い、理
解し合いながら共に生きていく共生社会の実
現に向け、障害者基本法及び障害者差別解消
法の理念に沿って、障害及び障害者に対する
国民の理解を促進するための広報啓発活動に
取り組んでいるところである。

▶内閣府における取組
　今回の事件も踏まえ、内閣府では平成28年
度に共生社会の実現に向けたいくつかの具体
的な取組を行った。

加藤内閣府特命担当大臣の施設訪問・献花の様子（平成
28年８月29日）

（１） 障害を理由とする差別の解消に向けた
地域フォーラムの開催

　内閣府では、平成28年４月から施行された
障害者差別解消法に対する理解及び各地域に
おける取組の促進等を図るため、地方公共団
体と連携して「障害を理由とする差別の解消
に向けた地域フォーラム（以下「地域フォー
ラム」という。）」を開催している（平成28年
度は全国15箇所で開催。詳細は「第３編第１
章第５節」及び内閣府ホームページ
（http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/
sabekai/forum/kaisai_h28.html）参照）。

　今回の事件後、神奈川県横浜市で開催され
た地域フォーラム（平成28年９月２日(金)）
では、加藤勝信内閣府特命担当大臣が出席し、
一般の参加者を前に、命の尊さや共生社会実
現の重要性について発信を行った。

障害を理由とする差別の解消に向けた地
域フォーラム（神奈川）／加藤内閣府特
命担当大臣出席
○日時： 平成28年９月２日(金)13:00～16:00
○場所： 神奈川県かながわ県民センター２Fホー

ル
○フォーラムにおける加藤大臣発信のポイント
　＊　 障害者の存在を否定するような発言は、

断じて許すことはできない。
　＊　 すべての命は等しく尊いものであり、か

けがえのない存在。
　＊　 内閣府として、すべての国民が障害の有

無にかかわらず、互いに人格と個性を尊
重し合い、支え合いながら未来を築いて
いく「共生社会」、「一億総活躍社会」の
実現に向けて、障害者に対する関心と理
解を深めるため、広報啓発など具体的な
取組を行っていく。

※加藤大臣挨拶全文：内閣府ホームページ
　 http://www8.cao.go.jp/shougai/sagamihara_
jiken/pdf/minister_msg.pdf

加藤内閣府特命担当大臣の地域フォーラムでの挨拶の様子（平成28年９月２日）
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（２）政府広報を活用した意識啓発

　内閣府では政府広報を活用し、障害及び障
害者に対する理解促進と共生社会の実現に向
けた意識啓発を行った。
（政府広報：新聞広告の掲載）
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お 【新聞突出し広告】

○ 障害及び障害者に
対する理解促進

○ 「共生社会」実現
に向けた意識啓発

※ 平成28年９月13日
～18日／70紙に掲載

（政府広報：動画番組の配信）

【政府広報番組】
○番組名：霞が関からお知らせします　2016
○放送日：平成28年12月３日（土）
○テーマ：障害者に対する理解促進
○ 概　要：障害の有無にかかわらず、お互いに
人格と個性を尊重し支え合う共生社会。その
実現のためには障害のある方に対する理解を
深めることが大切である。12月３日～９日に
実施された障害者週間にあわせて、障害のあ
る方が利用する施設（重度心身障害者向け施
設）を訪問し、障害者の方々の思いや日常の
活動、周囲の方との交流の模様を紹介。

※政府広報ホームページ（政府広報オンライン：
http://www.gov-online.go.jp/）

（３）障害者週間におけるシンポジウムの開催

　障害者基本法では、12月３日から９日まで
の期間を「障害者週間」と規定しており、こ
の期間を通じて、国、地方公共団体、民間団
体が連携・協力し、障害及び障害者に対する
関心と理解を深め、障害者が社会、経済、文
化その他あらゆる分野への参加の促進が図ら
れるよう、様々な取組が行われている（詳細
は「第３編第１章第１節」及び内閣府ホーム
ページ（http://www8.cao.go.jp/shougai/
kou-kei/index-kk.html）参照）。
　内閣府では、「障害者週間」事業の一環と
して、真の共生社会とは何かを改めて問うシ
ンポジウムを開催した。
【シンポジウム概要】
●開催日時　平成28年12月２日（金）
　　　　　　14：30～17：00
●開催場所　中央合同庁舎第８号館
●テ ー マ　 真の共生社会とは何か、あらため

て問う－全ての命と尊厳の尊重を
● 趣　　旨　「障害者基本法」が掲げる「全
ての国民が、障害の有無にかかわらず、等
しく基本的人権を享有するかけがえのない
個人として尊重される（第１条）」、「全て
の障害者が、障害者でない者と等しく、基
本的人権を享有する個人としてその尊厳が
重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活を
保障される権利を有する（第３条）」等の
理念を改めて確認し、全て国民の命と尊厳
が尊重されることの大切さを広く共有し、
共生社会の実現に揺るぎなく向かっていく
ことを確認する機会とするもの。

●プログラム
①基調講演
　 野澤　和弘 氏（（株）毎日新聞社論説委員、
障害者政策委員会委員）

②パネルディスカッション
　・ 久保　厚子 氏（全国手をつなぐ育成会

4



連合会会長、障害者政策委員会委員）
　・ 熊谷　晋一郎 氏（東京大学先端科学技
術研究センター准教授）

　・ 藤原　久美子 氏（自立生活センター神
戸Beすけっと事務局長）

　・ 名里　晴美 氏（社会福祉法人訪問の家
理事長）

※コーディネーター：野澤　和弘 氏
● 「真の共生社会」実現のため、共有された
主な課題や認識等
　○ 共生社会とは、障害のある人とない人が
具体的に接し関わりあう中で、全ての人
の尊厳が守られる社会。

　○ 具体的に接し関わりあう中で、障害のあ
る人とない人が共に知り合うことが共生
社会実現にとって重要。

　○ 「障害の有無によって分け隔てられない
共生社会」の実現は、全ての人が安心して
暮らせる社会への転換となっていくもの。

　○ 今後取り組むべき課題の一つとして、学
校教育の中で障害者及び障害の社会モデ

ルについて学ぶことが重要。
　○ 障害者と接する機会が限られ、障害者の
ことがあまり知られていないことがあ
る。子供の時から、分け隔てられず接し
ていくことが大切。

　○ 障害のある子供を持つ親が経験した苦労
や工夫した育児・生活に対する理解の促
進(学校教育の中で「心のバリアフリー」
を社会モデルとして学ぶことが重要）。

　○ 障害者施設と地域住民との交流の重要性
（障害者が地域で暮らしている姿を様々
な場面で具体的に知ってもらうことが大
切）。

　○ 障害者が社会参加をして成長し、共生社
会を実現するためには、家族も当事者も
一歩踏み出すことが大切。行政もそのた
めの取組が必要。

　○ 「暴力を受けない」状況をつくること。
そのためには頼れる依存先を増やしてい
くことが必要。誰も取り残されない社会
づくりを進めていくことが必要。

「障害者週間」記念シンポジウム

●パネルディスカッション
【コーディネーター】
野澤 和弘 氏

【パネリスト】 

【テーマ】 真の共生社会とは何か、あらためて問う
　　　　 －全ての命と尊厳の尊重を

●基調講演
【講師】  野澤 和弘 氏

員委会員委策政者害障 、員委説論社聞新日毎）株（      

熊谷 晋一郎 氏
東京大学先端科学技術
研究センター准教授

久保 厚子 氏
全国手をつなぐ育成会連合会
会長、障害者政策委員会委員

藤原 久美子 氏
自立生活センター神戸
Be すけっと事務局長

名里 晴美 氏
（福）訪問の家理事長

平成28年12月2日（金） 14:30～17：00日 時

中央合同庁舎第8号館 1階講堂会 場

平成28年度「障害者週間」記念シンポジウムの様子
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　神奈川県相模原市の障害者支援施設で殺傷事件が発生した直後の７月29日（金）に開催
された内閣府の審議会「障害者政策委員会」（http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/
seisaku_iinkai/index.html）では、冒頭で、石川准委員長が、今回の事件について触れた
上で、亡くなられた方々への御冥福と御遺族の方々へのお悔やみ、負傷者とその関係者等
へのお見舞いが伝えられ、全委員により黙祷がささげられた。
　黙祷後、本委員会の構成員である全国手をつなぐ育成会連合会の田中正博委員より、今
回の事件の発生直後に、障害のある人や御家族の不安を少しでも軽減させ落ち着いて暮ら
してもらえるよう、団体が発出した声明文(※声明文は「障害のある方」に向けたものを
含む２種類)が紹介された（声明文は机上配布）。【声明文は全国手をつなぐ育成会連合会
のホームページでも閲覧可能：http://zen-iku.jp/】

■声明文①
神奈川県立津久井やまゆり園での事件について（声明文）

　平成28年７月26日未明、障害者支援施設「神奈川県立津久井やまゆり園」（相模原市緑区、指定
管理者・社会福祉法人かながわ共同会）において、施設入所支援を利用する知的障害のある方々が
襲われ、19 人が命を奪われ、20 人が負傷するという未曾有の事件が発生しました。被害に遭われ
亡くなられた方々に、衷心よりご冥福をお祈りするとともに、ご家族の皆様にはお悔やみ申し上げ
ます。また、怪我をされ治療に当たられている方々の一日も早い回復をお祈り申し上げます。

　抵抗できない障害のある人に次々と襲いかかり死傷させる残忍な行為に私たちは驚愕し、被害に
あわれた方々やそのご家族の無念を思い、悲しみと悔しさにただただ心を震わせるばかりです。職
員体制の薄い時間帯を突き、抵抗できない知的障害のある人を狙った計画的かつ凶悪残忍な犯行で
あり、到底許すことはできません。
　事件は、当会会員・関係者のみならず、多くの障害のある方やご家族、福祉関係者を不安に陥れ、
深く大きな傷を負わせました。このような事件が二度と起きないよう、事件の背景を徹底的に究明
することが必要です。

　今後、事件対応に関わる皆様には、まずは被害者及び被害者の遺族・家族、同施設に入所されて
いる方々のケアを十分に行ってくださるようお願いいたします。その上で、事件の背景・原因・内
容を徹底して調査し、早期に対応することと中長期に対応することを分けて迅速に行いつつ、深く
議論をして今後の教訓にしてください。加えて、本事件を風化させないように今後の対応や議論の
経過を情報として開示してください。
　また、事件で傷ついた被害者やご遺族が少しでも穏やかに過ごせるよう、特に報道関係機関には
特段の配慮をお願いします。

　事件の容疑者は、障害のある人の命や尊厳を否定するような供述をしていると伝えられています。
しかし、私たちの子どもは、どのような障害があっても一人ひとりの命を大切に、懸命に生きてい
ます。そして私たち家族は、その一つひとつの歩みを支え、見守っています。事件で無残にも奪わ
れた一つひとつの命は、そうしたかけがえない存在でした。犯行に及んだ者は、自らの行為に正面
から向きあい、犯した罪の重大さを認識しなければなりません。
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　また、国民の皆様には、今回の事件を機に、障害のある人一人ひとりの命の重さに思いを馳せて
ほしいのです。そして、障害の有る無しで特別視されることなく、お互いに人格と個性を尊重しな
がら共生する社会づくりに向けて共に歩んでいただきますよう心よりお願い申し上げます。

平成28年７月26日
全国手をつなぐ育成会連合会

会長　久保　厚子
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、仕
し

事
ごと

の仲
なか

間
ま

、支
し

援
えん

者
しゃ

は、
きっと  話

はな

を聞
き

いてくれます。
そして、いつもと同

おな

じように  毎
まい

日
にち

を過
す

ごしましょう。
不
ふ

安
あん

だからといって、生
せい

活
かつ

のしかたを  変
か

える必
ひつ

要
よう

は  ありません。

障
しょうがい

害のある人
ひと

もない人
ひと

も、私
わたし

たちは一
ひとり

人ひとりが  大
たい

切
せつ

な存
そん

在
ざい

です。
障
しょうがい

害があるからといって
誰
だれ

かに傷
きず

つけられたりすることは、あってはなりません。
もし誰

だれ

かが「障
しょうがいしゃ

害者はいなくなればいい」なんて言
い

っても、
私
わたし

たち家
か

族
ぞく

は  全
ぜん

力
りょく

でみなさんのことを  守
まも

ります。
ですから、安

あん

心
しん

して、堂
どう

々
どう

と  生
い

きてください。

平
へい

成
せい

28年
ねん

７月
がつ

27日
にち

全
ぜん

国
こく

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

会
かい

長
ちょう

　　久
く

保
ぼ

　厚
あつ

子
こ

第
１
編
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
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